
はじめに（背景・目的・目標）
R6能登半島地震で被災した内灘町の小学生とそ

の保護者を対象に、内灘町教育委員会の協力の下、ガ
ラスのワークショップを企画・運営しました。震災
から2年が経ち、少しずつ日常を取り戻しつつあり
ますが、未だ雑多な用事に追われ文化的活動を楽し
む余裕がない方も多いのではないかと思います。こ
のワークショップを通して、モノづくりの楽しみが
心の癒しへと繋がり、子どもたちにとっても夏休み
の良い思い出になればとの思いから企画しました。

当日は、参加者の方たちがスムーズに活動に取り
組めるよう、教材・材料の準備と分かりやすい説明
を心がけました。また、こども学科としての得意を活
かし、作りたい作品が安全に作れるよう、子どもたち
へのサポートに力を入れました。

活動内容
ワークショップは、1日目（8/2）、2日目（8/23）の2

日間に分けて開催しました。参加者数は23名でした。
あらかじめ準備する材料の都合上、20名の募集を予
定していましたが、30名近くの応募者が集まったた
め抽選を行い、当初の定員より多くの親子が参加し
ました。開催場所は、両日とも内灘町文化会館で実施
しました。

ワークショップ1日目は、参加者がオリジナルの
ガラスの小皿を制作しました。参加者は用意された
耐火石膏型に模様を彫りこみ、好きな色のガラスを
詰めます。模様を彫りこむために使用するニードル
は、先が鋭利でこどもが取り扱う際に注意が必要な
ため、安全面に配慮しました。その後、できた上がっ
た型を一度大学に持ち帰り、電気炉で焼成しガラス
を溶かしてお皿の形にしました。

2日目、出来上がったガラスの皿に主菓子を盛り
付け、私たちが点てた抹茶と一緒に楽しんでもらい
ました。完成したガラスの小皿を他の参加者や親子
で鑑賞し合い、良い交流活動が生まれました。

成果、結果の考察
参加者を対象に行った事後アンケートでは「出来

上がった作品が焼く前より色が濃くなったり、色同
士が混ざり合ったりして意外性があって面白かっ
た」などの意見が寄せられ、ガラスの焼成前と焼成後
の変化を楽しんだ方が多くいました。また、「子ども
と一緒に楽しみながら活動をすることができてよ
かった」との意見もあり、親子で楽しみながら活動に
参加できた方が多く見受けられました。このことか
ら、本活動のねらいが達成でき、私たちも充実感を得
ることが出来ました。

親子参加型でアートを通じたコミュニケーション
が生まれるような企画内容を組み立てた点や、事前
準備や会場設営に力を入れ、難易度の高いガラスの
ワークショップであっても子どもたちが安全に楽し
く活動できるよう手厚い支援を行った点が、これら
アンケート結果に見られる好意的な意見に反映され
ていたと考えます。

今後の課題、展望
活動後に「親子同士の交流を促すため、こちらから

の過剰なコミュニケーションは敢えて控えた」と話
す学生もいました。今回のワークショップは、将来、
教育者を目指す私たちにとって、状況に応じたこど
もへの支援方法を実践的に学ぶ良い機会になったと
思います。「今後も使えるものだから、今回の活動を
思い出しながら日常で使うことができることが楽し
みだ」「カトラリーやボウルなど、他の物も作ってみ
たい」というアンケートの回答もあり、形として残せ
ることや日常で使えることに楽しさを見出した参加
者も多く見られました。

一方、思い通りの作品にならず心残りがある参加
者も見られたので、次回はより事前説明等の内容を
わかりやすくし、全ての参加者が満足できるよう、よ
り良いワークショップを企画・運営できるようにし
たいです。
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